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（1）県成立までの変遷

《沿革》

　愛媛県は、伊予 8 藩と幕府領を母体とし、変遷を経て、

明治 6年 2月20日に誕生した。昭和 48年には、満 100年

を迎え、県政第二世紀の歩みを始めている。

　現在、県内は、市町村合併に伴い平成 17年 8月1日から

20市町（11市、9町）に区分されている。
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宇 和 島 県
（明４．１１．１５）

松 　山 　県
（明４．１１．１５）

神 　山 　県
（明５．６．２３）

愛 　媛 　県
（明６．２．２０） 香 　川 　県

愛 　媛 　県
（明９．８．２１）

香 　川 　県
（明２１．１２．３）

　

愛 　媛 　県
（明２１．１２．３）
（現在に至る）

太政官布告
第６０号により
愛媛県が設置された

石 　鉄 　県
（明５．２．９）

廃藩置県
以前
⎛⎝ ⎞⎠

廃藩置県
明４．７．１４
⎛⎝ ⎞⎠


